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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7891 3,7763 -0,34% 1,23% 3,6374 3,9032

対円 JPY 29,39 29,31 -0,27% -1,44% 30,08 27,71

対ユーロ BRL 4,3021 4,3120 0,23% 1,92% 4,1646 4,4568

対ドル JPY 111,39 110,70 -0,62% -0,14% 104,87 112,14

対ユーロ JPY 126,47 126,38 -0,07% 0,56% 118,71 127,50

Index 99.588 98.041 -1,55% 1,55% 100.439 87.536

bps 150,40 160,19 6,51% -2,98% 209,52 149,43

% 8,81 8,71 -1,14% -2,82% 9,24 8,70

% 6,36 6,33 -0,55% -1,40% 6,69 6,32

% 2,61275 2,60700 -0,22% -2,12% 2,8039 2,5933

Index 185,24 185,60 0,19% 1,27% 185,88 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、午後にＦＯＭＣを控える中、序盤は３．７９台で推移する時間帯が
続いたが、ＦＯＭＣが予想に反して今年の利上げ予想回数をゼロに引き下げたことでドル売りが加速し、
一時３．７３台後半までレアル高が進行。引けにかけては水準をやや戻し、３．７７台半ばで取引を終え
た。一方、ボベスパ指数は前日比１．６％安を記録。米株も前日比プラス圏に浮上する場面も見られた
が、その後は失速し、結局小幅安で終了している。ＦＯＭＣのハト派転換に伴う株高は既に年初の相場
で織り込まれていると推測され、今回の結果がさらなる株高に寄与するか、マーケットはやや懐疑的に
なっている状況。今回のＦＯＭＣでは、年内の利上げ予想回数が１回に下方修正されると事前に予想
されていたが（昨年１２月時点では２回）、年を通じて金利を据え置くことを示唆したことに加え、保有資
産の縮小も９月に停止するというハト派色の強い方針を示したことは、当局が国内外のリスク、特に米中
貿易協議が期待外れに終わる可能性や世界経済成長の減速といった逆風が今後起こり得るとの見方
にあることが反映されていると言えよう。なお、Ｒｏｂｅｒｔｏ Ｃａｍｐｏｓ中銀総裁にとって初会合となる昨日
のＣＯＰＯＭでも、政策金利Ｓｅｌｉｃは８会合連続となる６．５％に据え置かれている。公表された声明文
では、「インフレが上下に変動するリスクは対称的」との見方が示された他、「最近の経済活動データは
予想を下回っている」と指摘。今後の政策は年金制度改革の進捗次第との見解を維持している。


